
(第 16 号様式の２) 

（県協働部署用） 協働事業評価・報告書 

事  業  名 フリースクール等学校外の学びの場の必要性の周知を目的とした 

県域ネットワーク構築事業 

団  体  名 特定非営利活動法人 鎌倉あそび基地 

県 協 働 部 署 名 県教育委員会教育局支援部子ども教育支援課 

事  業  期  間 令和 4 年 4 月 1 日～令和 5年 3月 31 日 

 

１ 個別事業ごとの実施結果 

事業１ フリースクール Largo事業 

(1)実績・成果に対する評価 
※実績や成果についてどのように考えているかを

記入してください。 

新規会員数の増加、特に中学生のフリースクールの活用

など、団体の努力により積極的に活動ができたと考える。 

(2)目標の達成状況 

 

ア）この事業の進捗は何％ぐらいですか。 

(90％) 

イ） 上記ア）のように判断した理由を記入してください

見学・面談 32 件、体験 48 回、多様なワークショッ

プの実施（延べ 258 回、延べ参加人数 1,498 人）な

ど、積極的に活動できたと考えられるため。 

ウ）この事業の課題と対応策 

課 題：地域との連携をさらに強化していくこと。 

対応策：情報サイト「キミイロ」に関連した取材を機に、

地域の様々な団体と連携を図る。 

 

 

事業 2 学校、行政や地域団体との連携を推進、ネットワークづ

くりと情報・課題共有の機会、人材育成の機会提供事業 

(1)実績・成果に対する評価 
※実績や成果についてどのように考えているかを

記入してください。 

情報サイト「キミイロ」のコンテンツの充実を進めるこ

とができた。また、関係各団体との連携を図ることで、

フリースクール等の活動や多様な学びの場について、イ

ベントを通して地域や学校により周知を図ることができ

た。 

(2)目標の達成状況 

 

ア）この事業の進捗は何％ぐらいですか。 

(70％) 

イ）上記ア）のように判断した理由を記入してください。 

  新たに掲載を予定していたいくつかのコンテンツに 

  ついて、新型コロナウイルス感染症の影響により収 

  録ができず、掲載に至らなかったため。 

ウ）この事業の課題と対応策 

課 題：情報サイト「キミイロ」のさらなる周知。 

対応策：サイトの閲覧数や子どものアクセスを意識しな 

    がら、さらなる周知を図る。 

 

２ 協働事業を継続する上での課題とその対応策 

   学校、行政、地域団体との連携強化やネットワークづくりの推進が必要である。そのために、

神奈川県学校・フリースクール等連携協議会と情報を共有するとともに協議を行ってきた。引き

続き、情報発信のツールとして、ウェブサイト制作を進めていくとともに、掲載予定のコンテン

ツについて、来年度（最終年度）内に確実に完成させる。 

リンク元である県教育委員会のサイトについても充実を図っていき、情報サイト「キミイロ」

を充実させていく。ウェブサイトの周知については、会議や研修等で周知していく。 
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３ 負担金事業終了後の貴課の考え方 

   情報サイト「キミイロ」は、県内のフリースクール等の活動や県教育委員会の取組等を広く発

信する上で、非常に有効なツールである。したがって、負担金事業終了後も可能な範囲で、サイ

ト運営のサポートを行っていく。 

 

４ 協働事業の評価 （はい・いいえ・どちらともいえない、に該当するものを残してください） 

 

 

１ 協働事業の成果 
(1) 協働することで、単独で事業を行うよりも効果やメリットがありましたか。 はい・いいえ・どちらともいえない 

(2) 事業の受益者の満足を得ることができたと思いますか。 はい・いいえ・どちらともいえない 

(3) 協働事業の成果だと思うことがあれば記入してください。 

神奈川県学校・フリースクール等連携協議会や不登校相談会を取材し、情報サイト「キミイロ」に掲載するこ

とで、取組内容や当日の会場の様子を幅広く周知することができた。 

２ 協働事業の協議の状況 
＜企画段階＞ 

(1) 事業計画や目標の立て方について、県と団体とは事前の調整や協議を十分行いました

か。 
はい・いいえ・どちらともいえない 

(2) 県と団体とは対等な立場で協議を行いましたか。 はい・いいえ・どちらともいえない 

＜実施段階＞ 

(3) 意思の疎通を円滑にし、事業の進捗状況を確認するため、県と団体とは節目ごとにメ

ールや電話でのやりとりや定期的な協議を行いましたか。 
はい・いいえ・どちらともいえない 

(4) 相手方のフィールド（団体の事務所・活動現場）に足を運び、団体の置かれている状

況や立場についての理解に努めましたか。 
はい・いいえ・どちらともいえない 

(5) 必要な情報を団体と共有することができましたか。 はい・いいえ・どちらともいえない 

(6) 協議についての課題があると思われる場合は、記入してください。 

特になし。 
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３ 協働事業の役割分担 
(1) 団体との役割分担は適切でしたか。 はい・いいえ・どちらともいえない 

(2) 協働事業の実施にあたって、あらかじめ定められた役割を果たすことができました

か。 
はい・いいえ・どちらともいえない 

(3) 役割分担についての課題があると思われる場合は、記入してください。 

特になし。 

４ 協働事業全体を通しての評価 
(1) 全体として、県と団体とは対等な立場で協働ができましたか。 はい・いいえ・どちらともいえない 

(2) この事業の課題を解決する上で、協働という手法は有効だと思いましたか。 はい・いいえ・どちらともいえない 

(3) 協働事業全体を通じて気づいた点があれば記入してください。 

学校現場において、フリースクール等への理解は進みつつあるものの、まだ十分と言える状況ではない。理解

促進を図る上で、本事業を協働で実施する意義は大きい。 

５ 社会的認知の獲得 
(1) 取り組んでいる事業や成果について社会的認知が広がったと思いますか。 はい・いいえ・どちらともいえない 

(2) (1)で「はい」を選んだ場合、どういう点で社会的認知が広がったと思うか理由を記入してください。 

不登校相談会への参加が増加傾向にある。また、教員やスクールソーシャルワーカー等、学校関係者の参加も

増加傾向にある。 

６ 新たなネットワークの獲得 
(1) この事業を実施する上で新たなネットワークをつくる（広げる）必要性がありました

か。 
はい・いいえ・どちらともいえない 

(2) (1)で「はい」を選んだ場合、ネットワークをつくる（広げる）努力を団体と共にし

ましたか。  
はい・いいえ・どちらともいえない 

(3) (2)で「はい」を選んだ場合、ネットワークをつくる（広げる）ことができましたか。 はい・いいえ・どちらともいえない 

７ 行政の施策等への影響 
(1) 協働事業の実施により、県職員のボランタリー団体等に対する認識の変化や行政の施

策等の改善のヒントにつながるようなことがありましたか。 
はい・いいえ・どちらともいえない 

(2) (1)で「はい」を選んだ場合、具体的に変化や影響があったと思われることがあれば記入してください。 

ホームページ上の情報について、常に最新の内容に更新することの大切さを改めて実感した。 

 

８ 費用対効果 
(1) 事業の効果から見て、要したコストは適切だと思いましたか。 はい・いいえ・どちらともいえない 

(2) (1)で「いいえ」を選んだ場合、その理由と、今後の対応策を記入してください。 

  

 


